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平素は、関西本線の整備促進及び利便性向上につきまして､格別の

ご高配を賜り厚くお礼申し上げます。また、沿線自治体との連携や貴

社の媒体による情報発信など当同盟会の活動にご支援を賜り重ねて

感謝申し上げます。 

さて、関西本線加茂亀山間は、沿線人口の減少や車社会の進展等に

より、利用者が減少し、大量輸送機関の機能を発揮していない線区と

して 2022 年４月に発表されました。 

一方で、関西本線は大阪～名古屋間を最短距離で結ぶ国土形成上

の重要な路線であり、特に加茂亀山間は他線区と結節しており、交通

ネットワークを形成する上で重要な役割を担っています。 

沿線の生活者にとっては、通勤・通学をはじめ住み慣れた地域に暮

らし続けるための身近な移動手段、沿線地域にとっては、それぞれの

都市構成を支える中心的なネットワークであり、定住人口の維持、観

光や体験による交流人口の増加及び地域活性化、自然災害に対する

交通ネットワークの多重化、また将来のリニア開業を見据え、私たち

の地域において関西本線の重要性はさらに増してきております。 

このようなことから、当同盟会及び沿線自治体では、沿線住民への

啓発、利便性向上に資する待合環境の整備や「忍者」「鉄道遺産」「お

茶」「自然」など沿線の魅力的な素材を活かした広域的なプロモーシ

ョン活動やイベント開催を行っているところでありますが、貴社と

の相互理解による信頼関係をさらに構築し、互いに連携協力、研究し

ながら、地域と線区の活性化を図ることを強く望んでいます。 

つきましては、物価高騰や労働力不足など各種の課題があること

は重々理解しておりますが、貴社におかれましても、こうした沿線地

域の諸事情をご賢察の上、次に掲げる関西本線木津亀山間に係る措

置について、ご高配を賜りたく要望します。 

 

 

 

 

 



 
要 望 事 項 

 

【１． 最重点要望】 

① 関西本線（加茂～亀山間）の運行本数の維持 

 

【２． 利便性向上及び活性化について】 

① 他線区との乗換駅での乗継時間改善 

② 有人駅での業務体制の維持と駅への ICカードチャージ機の設置 

③ コロナ禍に減便された木津加茂間のダイヤの復活 

④ 朝・夕ラッシュ時間帯における２両編成化 

 

【３． 利用促進策について】 

① 東海旅客鉃道株式会社と連携した都市圏からの相互直通列車の運行 

② 関西方面からの誘客を目的とした案内表示の充実と観光列車の運行 

③ 沿線地域等と連携したツアー・イベントの実施や貴社広告媒体を活

用した観光情報等のさらなる発信 

④ リニア中央新幹線の三重県駅設置を見据えた関西本線・草津線間の

流動促進策の検討 

 

【４． 鉄道施設整備について】 

① 関西本線への導入を見据えた電気式気動車の走行実験の実施 

② 奈良駅への乗り入れを可能にする車両の改造と施設改良 

③ 無人駅への防犯カメラ設置やホームの段差解消等、安全対策や高齢

者や障がい者への合理的配慮の提供 

④ 昼間集中保守工事を実施する場合の利便性低下を補う利便性向上策

の実施 

⑤ 自然災害や獣害被害等に影響されない安定した運行 
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